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１．研究計画の概要 

 本研究は近世社会の知識人が持つ北方認
識・北方観がどのように形成されたか，また
それが一般の生活者にどのような影響を与
えていったか，さらに近現代の民俗事象のな
かで，それがなおどのように息づいているの
かを，北方認識・北方観が生活者に取っても
重要な意味を持っていた北東北をフィール
ドとして，異分野の研究者の共同研究により
解明することを試みる。これらの地は，18

世紀には対外関係の緊張から，本来予想され
なかった「外圧」に早期に直面し，政治体制
の枠組みのあり方のみならず，為政者から民
衆生活に至るまで強く，他者としての異国と
その文化を意識せざるを得なかった。とくに，
近世日本社会における北方認識・北方観の形
成には，同時代の中国であり，東北アジアま
で版図とした清朝からの情報が重要な役割
を果たしていたことは言を待たない。この清
朝からの情報は主として，長崎に輸入される
漢籍を通して得たものである。したがって本
研究課題は，清朝史，清代東北アジア史，及
び漢籍に関する専門知識が必要であり，本研
究は基盤研究ながらグローバルな総合性を
特徴に進められる。 

２．研究の進捗状況 

科研「近世日本社会における中国情報の摂
取と北方観の形成」については，集積したデ
ータを基にして研究の体系化が進められて
おり，蝦夷地における通辞の果たした文化的
な役割の外，北方の緊張の高まりとともに派
遣された弘前・盛岡藩をはじめとする藩政資
料や藩士に関わる資料の解明に努めており，
中国を介した東アジア理解から安政二年以
降の欧米を軸とする近代移行期の北方世界
に対する認識への変化が日本史あるいは東

洋史という枠組みを越えてグローバルな世
界像として明らかにされつつある。 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 
(理由)科研に関わる諸資料についてデジタ
ル・カメラを用いた収集を図っている。また
整理の上で利用のためにそれらを内容ごと
に再度デジタル化を行っており，同時に利用
の簡便さを計るためプリント・アウト，およ
びそのデータを分析して，随時，科研に関わ
る研究者に提供している。 
「近世日本社会における中国情報の摂取と
北方観の形成」研究の成果は前項の通りであ
り，これらによる研究成果は，適宜，学術論
文として社会的に公開している。 
４．今後の研究の推進方策 
本年度は，これまでの成果の上に立って，

浪川は引き続き 18 世紀中期以降の地域にお
ける文化の展開を，弘前藩と盛岡藩の松前・
蝦夷地へと流動する労働力や警衛に参画し
た藩士層によってもたらされた情報内容と
それが作り上げる知のネットワークから解
明し，地域における北方観の成立と内容,そ
の広がりをさらに検証する。その上で近世の
政治支配理念を検討し,藩士層がいかに東北
アジアの知のネットワークを意識し,あるい
は読み替えることによって教養や知の形成
を行ったのかを考察する。この課題には,東
アジア世界におけるあるべき領主像と近世
日本社会におけるそれとの乖離を明らかに
することが展望される。楠木は,盛岡藩にお
ける那珂梧楼・那珂通世の養父子,内藤湖南
に着目し，近世盛岡藩における漢学から近代
日本の東洋史学へという知の展開を連続面
として展望することを継続してめざすこと
とする。さらに，近世社会における漢籍の蓄
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積のあり方とその特質を一般化するために，
鶴岡藩を例として領主による集積と本間家
などの商人のそれとのあり方の共通性と異
質さを検討し近世社会における情報として
の中国認識のあり方を考察する。 

これらの研究は,浪川が担当する研究の核
心部分の基礎をなすものである。古家は,岩
田県立図書館・遠野市立博物館で民俗資料の
調査を行うとともに,市内において若干の民
俗調査を行う。山下は，近代初期にこの地に
根を下ろしたハリストス教会が士族層とく
に地方給人の漢籍による儒教的な思考体系
の上にどのように受け入れられていったの
か，幕末期における北方警備に動員されその
なかに形成された北方観とかかわらせるこ
とで，近代移行期の素地としての儒教的思考
とその変容のあり方からアプローチし,社
会・民俗事象との関係に盛岡藩あるいは仙台
藩を例とした近世杜会の知的世界を見据え
近代への移行に考察を及ぼす。くわえて，吉
村雅美(研究協力者)の協力を得ながら同じ
ように境界地域にありながら近世初期に対
外貿易を経験しつつも,対外関係の枠組みに
それを支える役として組み入れられた平戸
との対照化を行いより特質を明確化する。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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